
ロサンゼルス教会お詫びの手紙

LA 教会長老及び伝道者一同

ロサンゼルス・キリストの教会の兄弟姉妹へ

 

「そこで、主に結ばれて囚人となっているわたしはあなたがたに勧めます。神から招かれたのですから、

その招きにふさわしく歩み、一切高ぶることなく、柔和で、寛容の心を持ちなさい。愛をもって互いに忍

耐し、平和のきずなで結ばれて、霊による一致を保つように努めなさい。体は一つ、霊は一つです。そ

れは、あなたがたが、一つの希望にあずかるようにと招かれているのと同じです。主は一人、信仰は一

つ、洗礼は一つ、すべてのものの父である神は唯一であって、すべてのものの上にあり、すべての物を

通して働き、すべてのものの内におられます。」　(エフェソ４：１－６)

 

１９８９年、「できるだけ多くの人を得るため」（Ⅰコリント９：１９）という夢と共に、小さな弟子のグループ

は米ロサンゼルス・キリストの教会を始めました。以来、私達はロスだけではなく、モスクワやベトナムな

どロスから派遣されて建てられた教会でも神様の驚くべき御業を見ることとなりました。私達は多くの教

会を始め、ロサンゼルスで夢を成し遂げてきた皆さんが献げてくださった犠牲に心から感謝いたしま

す。

 

神様は、私達を鍛錬してくださいました。２００１年１１月、長老と伝道者達の話し合いの結果、キッ

プ・マキーンはロサンゼルス教会のリーダーを辞任しました。それを機会に、リーダーシップ構造の大き

な変化が始まりました。個人に導かれるのではなく、伝道者のグループが妻達と共に協力し、ロス教会

をリードすることになりました。この決断は、チームというリーダーシップの形が聖書的な成熟した教会の

モデルであるということを次第に確信するようになってきたことによります。

 

新たなリーダーシップが機能し始めてまもなく、２００２年１月に二つの変化がありました。一つは、人

数の数字を用いることをやめたことです。数字の使用により、何人かは、自慢し、高慢になり、操作的、

支配的、偽善的になり、他の人々は、言い知れない敗北感と失望を感じる結果となりました。このように

感じさせてしまった全ての方々に謝罪いたします。二つ目は、増加する一方の特別献金のニーズに対

処するために、私達は弟子達が通常献金で無理なく心から捧げたいと思えるレベルまで支出を減らし

ました。スタッフを２０%以上減らし、健全な予算が組まれ、残ったオフィス･スタッフ及びミニストリー･スタ

ッフの効率を向上させるために全力を尽くしました。

 

過去 15 ヶ月間で、何人かの教師、伝道者、そして長老による説教、教え、記事、手紙、Ｅメールを通

して与えられた意見やレッスン、そして教会メンバーとの会話など、多くのことが私達に大きな影響をもた

らしました。このインプットは、必要な変化と、私達の罪に対する神の御心にかなった悲しみをもたらす上

で大きな助けとなっています。これらはロス教会内外の方々との多くの祈り、学び、反省、心を見つめる

時間、そして深い話し合いを通して理解できるようになりました。私達は現在、頻繁に行われている、フ

ルタイム、ノン･フルタイム･ミニストリー内での正直で直接的な会話に感謝しています。それらは非常に



価値があります。最近、ロスのユニティー協議会、リージョン･リーダー、長老、ノン･フルタイムの代表者

が一同に会し、いくつかの非常に重要な確信に至りました。私達は、皆さんと他の方々に犯した罪に対

する確信を分かち合いたいと思います。

 

１）スタッフの高慢：マタイ２０：２５－２８

私達は教会の多くの部分で、フルタイム･スタッフとそうでない弟子との間に、非常に大きな隔たり

を許してきました。この溝は、私達が近寄りがたく、疑問を投げづらく、チャレンジや指摘をしにくい

ことによって作られたものです。私達は聞く耳を持たなかったのみならず、他のスタッフにもそのよう

な教えを十分にしませんでした。私達は兄弟姉妹の素晴らしい賜物を評価、尊敬してきませんでし

た。

また、リーダー内の欠点や罪に対しては、それ以外の人よりも、多くの恵みを与えたことがありまし

た。これは、ヤコブ３：１に完全に相反します。尊敬のない行為であり、高慢で、傲慢でした。

この溝を埋めるために、全てのリージョンでノン･フルタイムの弟子からなるアドバイザー･グルー

プが組織されています。私達は、フルタイム･スタッフの生活や報酬を再考し､今後は、成熟したノ

ン･フルタイムの弟子達が教会の運営方針と予算決定に関わるべきであると考えています。よりよい

財政管理と、教会の霊的ニーズを満たすために、全てのリージョンで監督者が選任される必要があ

ります。私達は、これらのことができるだけ早く機能するように促しており、数ヶ月以内には動き出す

でしょう。

 

２）他の教会を弱めたこと：フィリピ２：３－４

私達は、ロサンゼルス教会を強めるために、他教会が弱くなるにも関わらず、他の教会から人と

お金を送らせることを黙認し、時には関与してきました。これは驚くほど自己中心で間違っていまし

た。私達は、「奪う」教会ではなく、「与える」教会として知られたいと思っています。

 

３）衝動による施し：２コリント９：６－８

心から、そして神様への愛を動機に献金することを勧めるのではなく、私達は多くの場合、通常

献金でも特別献金でも、設定した目標金額を突破することに対し、皆さんが強制されているように感

じさせてしまいました。これは施しと献げ物に関する新約聖書の教えに完全に反し、皆さんが喜ん

で与えることを妨げました。この罪は、よりよい計画があれば免れていたであろう当時の無理な予算

の増加に起因します。このようなことがありながらも、弟子としての長年に渡る皆さんの善良で、寛大

な心に感謝します。

 

４）権威主義的ディサイプリング：エフェソ５：２１

私達は、アドバイスが命令と捉えられるような権威主義的なディサイプリング構造を造ってしまい

ました。何人かは、支配され、操作されていると感じました。これは､権威の乱用であり、罪深いこと

でした。私達が仕えるリーダーではなく、トップリーダー達の間で権力の乱用を許していたことを謝

罪いたします。最も若いクリスチャンにさえも、この考え方と環境が影響していることを認めます。聖

書に見られるディサイプリンング関係、そして多くの「互いに」という聖句で教えられているような、互



いの人生に入り合う関係を私達は絶対的に信じていますが、互いの信頼、正直さ、謙虚さ、近づき

やすさに満ちあふれるようになるため、多くの関係が再定義されるべきでしょう。

 

５）唯一の真の教会についての不適切な教え：エフェソ４：１－７、１コリント１２：１３

私達は、唯一の真の教会という教えが排他的で傲慢な印象を与えたことを認めます。２年前の

「ジュビリー」でキップ・マキーンによって触れられましたが、この教えが適切に変わったということを

確認するのに遅すぎました。聖書にある「唯一の救いの道」を教える必要はありますが、神様の普遍

的な教会に誰がいるのかは、神様が決めるべきです。より詳しい教えを間もなくお伝えします。

 

６）最も重要な掟を強調しなかったこと：マタイ２２：３７－４０

非常に多くの場合、人をクリスチャンに導くことのみによって、弟子としての霊的さが測られてきま

した。神様を心から愛することよりも弟子を作ることの方がはるかに強調されました。実を結ぶことは

神様への愛とクリスチャンとしての成長の結果（２ペトロ１：５－９）であるのにも関わらず、このアンバ

ランスな強調によって何人かの人々に自分がクリスチャンとして価値がないと感じさせるほど落胆、

失望させました。これは罪深く、間違っていました。失われた人を救うということは、常にキリストと彼

の教会に期待されることですが（マタイ２８：１８－２０）、私達は神様と互いを愛することに対し同じよ

うに献身し、霊的さについて聖書的で完全な理解を得るために努力していきます。

 

７）長老の役割が満たされていないこと：１ペトロ５：１－４

神様から教会の監督者として期待されているにも関わらず（使徒２０：２８）、長老の権威が認識さ

れておらず、意思決定に対する影響力はほとんどありませんでした。私達は悔い改め、教会は今、

長老が監督者の役割を務める、長老と伝道者のユニティー協議会を機能させています。私達のゴ

ールはロサンゼルス教会とそれぞれのリージョンを監督するために、より多くの（特にノン･フルタイム

の）長老を育て、そして任命することです。

 

８）アカウンタビリティーの乱用：エフェソ２：８－１０

私達はアカウンタビリティー(責任を課すこと)を非常に多く乱用していました。男性の日、女性の

日、日曜礼拝、献金などに対して行われたアカウンタビリティーは行き過ぎであり、厳しいものでした。

アカウンタビリティーをこのような形で乱用したことに言い訳はありません。この厳しいアカウンタビリ

ティーは、神様の救いの恵みに感謝する動機からではなく、人間的な知恵や行動に頼ることを促し

ました。

 

９）聖書を深く教えなかったこと：ヘブライ５：１１－６：３

私達は、スタッフが本来受けるべき聖書のトレーニングを受けておらず、メンバーにも聖句が深く

教えられていない状態を放置しました。多くの説教やデボ－ショナルでのレッスンは、メンバーを餓

えさせるものでした。全てのクリスチャンが自らの神様との歩みと、聖書の知識に対する責任がある

と同時に、私達は御言葉に彼らを駆り立て、導く責任があると思います。

 



１０）古い弟子達の失望：エフェソ４：１１－１６

教会の成長と共にメンバーも年齢を重ねましたが、私達のリーダーシップは数年間弟子である

方々のニーズを満足させるほど成熟しませんでした。上に述べた罪の多くによって、数々の古い弟

子達に、軽視、尊敬のなさ、落胆、そして失望を感じさせました。私達は深くお詫びし、長い、信仰

深い弟子達の素晴らしい経験を活用する新しい方法を見つけるために助けが必要です。

 

上記の罪は一つ一つが別々のものではなく、ロサンゼルス教会の中で作られ、継続することを許され

てきた風潮なのです。私達は、この風潮を変え、よりキリストのようになるために尽力します。私達は、自

分達の犯した全ての罪と、これらの分野で黙認してきた全ての罪に対して本当に申し訳なく思います。

何人かの人に「なぜこのようなことが起こったのか？」と質問を受けました。この手紙で触れた事柄がそ

の主な要因であります。

 

人が教会を離れるのには多くの理由がありますが、これらの罪と権威の乱用によって離れた人もいる

ことでしょう。他の多くの方々は、それにもかかわらず、留まり、忍耐してくれています。私達は、してしま

ったことを帳消しにすることはできませんが、砕かれ、悔い改め、皆さんの赦しを願いたいと思います。

この告白の簡潔さが私達の確信を充分に示していると捉えないでください。私達は、もっと話し合われ

る必要があることを認めますし、他にも個人的な会話やレッスンでより深く触れていきたいと思います。

私達はこれらの罪によって傷つけた方々の存在に気付かされたため、彼らに歩み寄り、赦しを求める努

力を払っていきます。これを成し遂げるために、どのような助けも歓迎します。この手紙は変化のプロセ

スの一歩に過ぎません。尊敬を持ったディサイプリング、心からの施し、また他のトピックについて聖書

の深い教えがいくつかのリージョンで為されています。私達は、これらの問題について話し合いたい

方々に対して心を開いていますし、過去の過ちを直し、前に進むための提案を歓迎します。

 

ここまでの進歩にいたるまで、多くの涙、多くの直面、多くの戒め、そして多くの告白がありました。私

達にとって見やすかったものもあり、見にくいものもありました。私達が、もっと早く見ることができず、皆

さんに分かち合えなかったことを申し訳なく思います。皆さんの忍耐は素晴らしいです。皆さんに赦しを

請います。私達は、変わるために全力を尽くします。全力を尽くしていきますが、過ちを犯し、つまずき、

倒れることもあるでしょう。これらの変化がより深くなり、また継続していくために皆さんの助けと支えが必

要です。私達は、これらの分野で大きな変化を遂げるために尽力し、さらにオープンであり続けるため

に、皆さんの忍耐とお祈りをお願いします。この手紙は私達が感じている心からの悲しみと変わる決心

を、特にロサンゼルス教会全体に伝えるために書かれました。おそらく、皆さんの何人かは､この１５ヶ月

間の悔い改めの実を見始めていることでしょう。しかし、私達はまだやるべきことが多くあることも承知し

ています。

 

自分達の多くの弱さや罪にも関わらず、主の教会は素晴らしいことを知っています。神様は過去１３

年間でたくさんの奇跡を行ってくださいました。彼は私達全員の人生をこの世で見つけられるよりもはる

かに祝福してくださいました。しかし、ここからどこへ行くのでしょうか？聖書は、キリストの教会は長老と

伝道者のリーダーシップが必要であると説いています（エフェソ４：１１）。私達は多くの面で至りません



でしたが、神様が呼んでくださったリーダーとなるために望み、全力を傾けています。神様の御心を求

める男性と女性、完璧ではないけれど、完全に謙虚で柔和、正義とこの偉大な教会の一致に尽くしま

す。教会として神様により偉大な栄光をもたらすように、全力を尽くします。

 

私達は、ここロサンゼルスの神の家族を深く愛し、感謝しています。私達は、福音の下でより強い、近

いパートナーとして、よりイエスのようになり、天国まで多くの人々を連れてたどり着くことを、楽しみにし

ています。神様が悔い改めと赦しを通し、バプテスマを受けた日に始まった夢を、私達一人一人の心

の中で新たにしてくださるように。

 

２００３年２月２５日火曜日

ロサンゼルス・キリストの教会長老および伝道者一同

 

 

長老および長老夫人

アル＆グロリア・ベアード／ヘンリー＆レイナ・クレイマー／ジム＆ポーラ・ダイクス、

リース＆メアリー・ケイ・ネイランド／ジェリー＆アーリン・シュガーマン／ジョン＆アンドラ・ウォ

ルシュ

ダグ＆ジョアン・ウェバー／ブルース＆ロビン・ウィリアムス／ジョン＆ナンシー・マンネル

 

伝道者および女性カウンセラー

ジョン＆ローリー・オーガスティン／ジョン＆エマ・コージー／アンディー＆タミー・フレミング、

マーティー＆クリス・フュークエ／アンソニー＆ソーン・ガラン／ペドロ＆ローラ・ガルシア、

ロブ＆コニー･コズバーグ／ケビン＆メリー・メインズ／ケビン＆トレイシーナ・ホーランド、

マーク＆コニー・マンチニ／スティーブ＆ジャッキー・ガンサート

http://cit.ucd.net/GV/Pacrim/JP/tokyo/chinese/HenryKriete/LA_J.htm


